
国際科学
オリンピック
特別入試

P.04

国際バカロレア
特別入試

P.05

AC入試

P.01

G U I D E
B O O K
2 0 1 7

AC入試・特別入試



実施学群・学類 アドミッション・ポリシー 募集
人員 自己推薦資料テーマ例

人
文
・
文
化
学
群

人文系の学問に関わる専門的知識を主体的に吸収し、自
己の判断力を磨いていく能力と創造的な問題解決能力を
有する人材を選抜します。

5
■■ 杉原千畝、ヴァイツゼッカーに学ぶ
■■ 国際社会における言葉と対話の在り方
■■ 17・18世紀のロンドンにおけるコーヒーハウスの歴史的役割
■■ 考古学研究とその視点―下野型古墳の形態―

文化・社会に強い関心と知識を持ち、特定の専門分野に
ついて具体的で個性的なテーマを設定し、そのアプローチ
と内容に関して独自の研究成果を挙げている者を選抜し
ます。

5
■■ 文化への興味―沖縄を中心とした多彩な経験をもとに
■■ 国語の教科書と漢詩の関係についての考察―王維を中心に
■■ 古代～近代にみるアルビニズムへの認識
■■ 漫画と言語哲学

日本語や日本文化、国際交流や異文化理解について独自
の視点を持ち、自ら問題を見出し、解決する能力を重視し
て選抜します。

3
■■ 日本語表現の探求―「私の主食は日本語である」
■■ 普通体を教える新しい日本語教師を目指して
■■ 異文化交流は受信と発信から―フィンランド留学から
■■ 日本人女性の名前の変遷

生
命
環
境
学
群

生物学類

生物世界や生き物の仕組みに対する強い興味を持ち、自
ら設定したテーマに関してユニークな研究をし、その結果
を分析して、独善的な考えに陥ることなく、科学的及び論
理的にレポートにまとめ、それを具体的に発表する能力を
評価します。

3
■■ 飼育環境がカイコに及ぼす影響
■■ エチレンはどのようにカイワレダイコンの子葉をカールさせるのか？
■■ カサガイ類の帰家行動
■■ オカダンゴムシの交替性転向反応

生物資源及び関連事項に対して強い興味と問題意識を
持ち、自ら問題を発見し解決に取り組む能力と、それを他
人に伝え論理的に説明する能力、そして基礎学力と語学
力、学習意欲を持つ人材を選抜します。

4
■■ 人との共生を目指したカワセミ調査
■■ ヤママユガの研究
■■ ピロールの電解重合
■■ 効率の良いバイオマスエネルギーの発見

◎アドミッション・ポリシー
　志願者の主体的で継続的な取り組み（最近2�年間、

又はそれ以上の長期間にわたるもの）から「問題解決

能力」を評価します。この入試の合格者にふさわしい志

願者がいないと判断した場合は、募集人員どおりに合

格者を決定することはせずに、個別学力検査等（前期

日程）の募集人員によって、その人員を充足します。以

下の各学類・専門学群のアドミッション・ポリシーと併

せて評価します（最新のアドミッション・ポリシーは学

生募集要項で確認してください）。

◎自己推薦資料テーマ例
　近年のAC入試で合格した先輩たちの自己推薦資料

テーマです。AC入試は今まで行ってきた活動や研究に

基づく自己推薦内容を評価する入試です。これらの例

にとらわれず、思い切ってチャレンジしてみましょう。

AC入試
□ 自己推薦型（書類 + 面接）の入試です。

□ 自分で課題を見つけ、解決する能力を評価します。

□ 現役生、過年度生、社会人。大学入学資格を持つ方を広く対象としています。

第1次選考（書類審査）
次の書類を審査し、第1次選考合格者を決定します。

 ■調査書

 ■志願理由書：志願の理由を800字以内で所定の用紙に記
述してください。

 ■自己推薦書：あなたがこれまで主体的に、そして継続的に
取り組んできた活動や研究の内容をもとに、自分の「問題
発見・解決能力」を提示してください。また、大学でどのよ
うに学びたいのかを具体的に記述してください。分量・様
式は自由です。

 ■自己推薦書の根拠となる資料：これまでの活動や研究の過
程で生まれたレポートや作品、制作物、賞状や証明書、活動
の過程を記録したノートなどのコピーや写真を、自己推薦書
本文の内容を補完する資料として添付することができます。

第2次選考（面接・口述試験）
30分程度の個別面接を実施します（必要に応じて延長さ

れる場合があります）。あなたが「自己推薦書」などで示した
ことを、あなた自身の言葉でさらにくわしく説明してください。
また、大学で学びたいことについて、これまでの学習状況な
どについてもアピールしてください。

人文学類

比較文化学類

生物資源学類

日本語・
日本文化学類

01



実施学群・学類 アドミッション・ポリシー 募集
人員 自己推薦資料テーマ例

生
命
環
境
学
群

地球学類

高等学校において高度な基礎学力を身に付けた志願
者から、地球環境や地球進化に強い好奇心を持ち、自
ら設定したテーマに対して、創造的かつ問題解決志向
で取り組む能力を持ち、それを表現する能力のある人
材を選抜します。

2
■■ 地理学への多角的アプローチ―フィールドワークの重要性
■■ 岩石・地質調査による兵庫県中南部の形成過程の研究
■■ 筑波山塊の花崗岩の分類と含有するレアアースの関係について
■■ 気象モデルのシミュレーション

理
工
学
群
　

数学類
数学に対する強い好奇心を持続的に有していること
を重視するとともに、独自に課題を設定し解決する
能力および基礎学力を総合的に評価します。

2

■■ 整数論入門教科書の作成
■■ 整数環のidealにおける剰余類環を用いたオイラーの定理の■
精緻化
■■ ガウス整数上における二平方和の定理
■■ 非整数階微積分について

物理学類
自然科学に対する持続的な強い関心、独自に問題を発
見し解決する高い能力、物理学に関連する基礎学力、
そして物理学への学習意欲を総合的に評価します。

2
■■β線の速さの測定
■■ 炎の電気伝導性
■■レーザー発振器の制作
■■ 彗星、超新星の観測

化学類
化学及び関連事項に対する強い関心を持ち、独自に問
題を発見し、明確な目標のもとに主体的に学習し、問
題解決する高い能力を総合的に評価します。

2
■■ 化学発光の制御に関する研究
■■ 腐敗・発酵を利用した発電の研究
■■ シキミ酸全合成ルートの確立
■■ BZ反応の停止に関する研究

本人からアピールされた、今までの経験、あるいは、も
のに継続的に取り組む態度、数学・物理の基礎学力と
その運用力、論理的な文章を作成する能力、数学的思
考能力、コミュニケーション能力に基づいて、技術者に
なるという明確な目的意識、並びに、興味の深さと広
さ、積極性、行動力、表現力を評価します。

8
■■ ロボカップジュニアレスキューを通じて学んだこと
■■ 流速の可視化
■■ 電析法によるDSC負極作製方法の研究
■■ 文字認識ソフトウェアの開発

社会工学類

数学と外国語の基礎学力を有し、社会システムについ
ての問題を発見・解決するまでの一連の活動を意欲的
かつ主体的に行うことのできる明確な目的意識と勉学
意欲を持つ人材を選抜します。

5

■■ 国際的アスリート流都市計画
■■ 茨城の観光についての分析と考察■
―観光甲子園における提案の実現に向けて―
■■ 地方都市におけるまちづくりに関する地理学的研究
■■ 津波被害と減災に関する多角的調査研究

情
報
学
群

情報科学や情報技術、または関連する分野に強い関心を
持ち、自ら研究課題と明確な目標を設定して問題の分析
や解決を創造的に図る意欲と能力を有し、その過程と結
果を論理的に説明することのできる人材を選抜します。

8
■■ SuperCon、情報オリンピック、パソコン甲子園での取り組み
■■ 画像と表計算を用いた運動解析ツールの開発
■■ 知能ロボットコンテストなど
■■ 原稿用紙を認識可能なOCRウェブサービスの作成

コンテンツやネットワークメディアを支える情報メディ
アの科学と技術において、研究課題を自ら設定する創
造性と意欲、課題を緻密に分析し創造的に解決する問
題解決能力、その過程および結論を論理的に説明でき
る能力を総合的に評価します。

4
■■ 楽器自動演奏ロボット・ダンスロボット・LEDスーツの作成
■■ Rubyを用いたインタラクティブコンテンツの制作
■■ Android上で動く地図アプリの開発
■■ ARを用いたデバイスレス操作の研究

知識情報・
図書館学類

社会における情報の伝達や知識の創造に関して幅広く興
味を持ち、関連した課題を自ら発見し、分析・解決していく
能力を評価します。課題の分析結果を論理的に説明する
ことや、説得力のある提案ができることも評価します。

5

■■ スマートフォンを利用した文芸作品展示の試み
■■ 放送活動における情報収集・発信について
■■ 読書率向上のための図書館と書店の協力可能性の検討
■■ 情報伝達としての戯曲の創作活動を目指して
■■ 人に思いを伝える―文芸部・視聴覚委員会での活動を通して

体育専門学群

A（問題解決型）：ひとつの運動種目における優れた技
能を重視し、自主的な実践活動における科学的知識の
活用と論理的思考能力を多面的に評価します。

B（競技力型）：抜群の運動技能を有し、日本代表とし
て権威ある国際大会で活躍できる競技力を重点的に
評価します。また、基礎学力と表現力についても総合的
に評価します。

12

■■ 日本がハンドボール競技において世界と戦うためには
■■ メンタルトレーニングの実践と競技力の向上について
■■ 競泳とバレーボールの競技活動を生かした水球選手を目指して
■■ 自分の投擲種目記録向上のための努力と学校での体育委員会
活動の取り組み
■■ 砲丸に力を伝えるための動きとパワー不足の改善
■■ 小学校から実業団まで－18年間の競技生活を生かして

芸術専門学群
問題発見・解決能力、行動力などの一般的能力に加え、
芸術の専門領域に関する意欲、資質を評価します。 5

■■ 高校生の日常における感情を描くためのスーパーリアズムへの
挑戦
■■ 幅広い「書」の創作活動をその成果
■■ 現存する「継色紙」の完全復活を目指す
■■「いにしへ」に思いを寄せて（洋画）

実施学群・学類 アドミッション・ポリシー 募集
人員 自己推薦資料テーマ例

人
文
・
文
化
学
群

人文系の学問に関わる専門的知識を主体的に吸収し、自
己の判断力を磨いていく能力と創造的な問題解決能力を
有する人材を選抜します。

5
■■ 杉原千畝、ヴァイツゼッカーに学ぶ
■■ 国際社会における言葉と対話の在り方
■■ 17・18世紀のロンドンにおけるコーヒーハウスの歴史的役割
■■ 考古学研究とその視点―下野型古墳の形態―

文化・社会に強い関心と知識を持ち、特定の専門分野に
ついて具体的で個性的なテーマを設定し、そのアプローチ
と内容に関して独自の研究成果を挙げている者を選抜し
ます。

5
■■ 文化への興味―沖縄を中心とした多彩な経験をもとに
■■ 国語の教科書と漢詩の関係についての考察―王維を中心に
■■ 古代～近代にみるアルビニズムへの認識
■■ 漫画と言語哲学

日本語や日本文化、国際交流や異文化理解について独自
の視点を持ち、自ら問題を見出し、解決する能力を重視し
て選抜します。

3
■■ 日本語表現の探求―「私の主食は日本語である」
■■ 普通体を教える新しい日本語教師を目指して
■■ 異文化交流は受信と発信から―フィンランド留学から
■■ 日本人女性の名前の変遷

生
命
環
境
学
群

生物学類

生物世界や生き物の仕組みに対する強い興味を持ち、自
ら設定したテーマに関してユニークな研究をし、その結果
を分析して、独善的な考えに陥ることなく、科学的及び論
理的にレポートにまとめ、それを具体的に発表する能力を
評価します。

3
■■ 飼育環境がカイコに及ぼす影響
■■ エチレンはどのようにカイワレダイコンの子葉をカールさせるのか？
■■ カサガイ類の帰家行動
■■ オカダンゴムシの交替性転向反応

生物資源及び関連事項に対して強い興味と問題意識を
持ち、自ら問題を発見し解決に取り組む能力と、それを他
人に伝え論理的に説明する能力、そして基礎学力と語学
力、学習意欲を持つ人材を選抜します。

4
■■ 人との共生を目指したカワセミ調査
■■ ヤママユガの研究
■■ ピロールの電解重合
■■ 効率の良いバイオマスエネルギーの発見

工学システム
学類

情報メディア
創成学類

情報科学類
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念願だった国語辞書編纂の仕事に就くことができ、毎日が充実

石塚直子さん
株式会社 三省堂 辞書出版部 国語辞書 第二編集室
筑波大学人文・文化学群 人文学類 卒業
筑波大学大学院 人文社会科学研究科
文芸・言語専攻 日本語学領域 一貫制博士課程 単位取得退学
茨城県立下館第一高等学校出身

らない言葉に出会うとすぐに親や先生に質問する子どもでした。しだいに
「辞書を引きなさい」と進められるようになり、気がついたときには、日本

語や辞書が大好きになっていました。国語辞書に関わる仕事ができればいいなと
思い、高校では私立文系のクラスに進みました。弓道部と学校新聞委員会の活
動に打ち込んできましたが、高校3年生のときに参加した俳句甲子園で準優勝し
たことから、AC入試の受験を薦められました。そこで、3年間、学校新聞づくりや
俳句を通して言葉と格闘し続け、日本語に対する視野を広げながら様々な分野か
ら見つめてきた経験などをまとめ、大学でさらに深く研究したい、そして将来は国
語辞書を作ってみたいとの思いを伝えようと、受験に臨んだのです。
　面接では、その後の人生を大きく左右することになる運命の出会いがありまし
た。面接官の1人が、その後9年間にわたって指導を受けることになる矢澤真人
先生だったのです。『明鏡国語辞典』の編者のお一人だった先生は、辞書に関す
るいろいろな考え方を紹介してくださり、面接中にも関わらず、この先生の話を
もっと聞いてみたいと感じてしまったほどです。自分の夢を語れたこと、そしてそれ
を真剣に聞いてくれた先生方がいたことが何よりうれしかったのを覚えています。
　入学後、矢澤先生からは「図書館にある辞書に関する本を全部読みなさい」と
アドバイスされ、大学院の途中で読み終えました。そのまま研究者として辞書づく
りに関わる道もありましたが、辞書づくりの現場を知っておきたいと三省堂でイン
ターンシップをさせていただいたところ、これまでの研究を現場に生かしたいとの
思いが強くなり、就職することを選びました。現在は、念願の国語辞書の編纂に
携わっており、大変ですが充実した毎日を過ごしています。今の私があるのも、夢
を諦めなかったことと、それを後押ししてくれるAC
入試があったおかげだと思っています。

知

担当しているのは、中型の国語辞書「大辞林」。
書籍編集なども手がける。

技術者の卵をインキュベートするような環境を作りたい
学5年生のときから、ずっとコンピュータのソフトウェアを独学で作って
きました。プログラミング言語もBasicからスタートし、アセンブラやC、

C++など一通りはマスターしました。お小遣いが少なかったので、本屋で立ち読み
しては、頭にたたき込むようにして覚えました。周囲でそんなことに没頭しているの
は私ぐらいでしたが、筑波大学がAC入試を始めるとニュースで知り、自分が努力
してきたことを評価してもらいたいと挑戦することにしました。自作のコンピュータ
ソフトの仕様書にソースコードを添付し、どこが大変でどんな工夫をしたのか、他
のソフトに比べてどんなメリットがあるのかなどを話しました。
　AC入試1期生として4人の枠に入ったのですが、大学に合格したことより、自
分が取り組んできたプログラミングを専門家に評価してもらえた喜びの方が大き
かったと記憶しています。ただ、大学で学ぶうちに、プログラミングよりも、ヒューマ
ンインターフェイスの構築の方に興味が移り、技術をまったく知らない人でも使え
るような情報システムの研究などに力を注ぐようになりました。
　大学院修了後は、コンピュータ技術をベースにしたWeb事業を展開する会社
に就職し、営業なども体験しました。その後転職し、技術とサービスを融合させる
研究に携わりましたが、人が作ったものではなく、自分が作ったもので勝負したい
という気持ちが強くなり、かつての上司と二人で会社を立ち上げました。
　現在は、大学や企業との共同研究事業、研究者向けの電子モジュール製品の
企画・開発・製造・販売事業、技術経営に関するコンサルティング事業の3本柱
が中心です。ゆくゆくは、かつての自分のような技術者の卵たちがスムーズに成
長できるように、ツールを開発したり、塾やイベントを開催したりといったインキュ
ベーション事業を通して、技術教育の環境づくりに
貢献したいと思っています。

小

ソーラーパネルの電力を
効率的に充電させる電子モジュール

社会で活躍する卒業生

岩淵志学さん
岩淵技術商事株式会社 代表取締役
筑波大学 情報学群 情報学類 卒業
筑波大学大学院 システム情報工学研究科
コンピュータサイエンス専攻 博士前期課程 修了
茨城県常総学院高等学校出身
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国際科学オリンピック
特別入試

受験者数 合格者数

2016年 15人 7人

2015年 9人 4人

2014年 10人 5人

2013年 16人 7人

2012年 10人 7人

2011年 13人 9人

2010年 8人 6人

2009年 11人 6人

【過去の実績】

各学類の出願要件は募集要項で確認してください。

●生物学類　●地球学類　●数学類　●物理学類　●化学類
●情報科学類　●情報メディア創成学類

募集学類

●数学　●化学　●生物　●物理　●情報　●地学　●地理　●その他＊

＊�情報科学類、情報メディア創成学類には、IPA「未踏IT人材発掘・育成事業」採択者も応募できます。

対象となるオリンピック

エントリーシートの内容に基づいて、15分程度の個別面接により行います。■
ただし、生物学類のみ書類審査による第1次選考を行います。

選抜方法

先導的研究者体験プログラム［ARE］は、全学群の1～ 3年生

が応募できる研究活動支援プログラムです。研究計画書を提出

し、採用されれば、研究費と研究場所が提供されます。スーパーサ

イエンスハイスクール（SSH）やサイエンスパートナーシッププロ

ジェクト（SPP）、理科や総合的学習における自主的な課題研究な

ど、大学入学前から科学的な研究を行ってきた人はもちろん、大学

進学後には研究活動をしたいと考えていた人も応募してください。

TOPICS

国際科学オリンピック特別入試の概要

先導的研究者体験プログラム［ARE］
筑波大学には、入学後も高校時代の研究を
継続できる環境があります！

詳しくはWebをご覧ください。
http://www.esys.tsukuba.ac.jp/AC/RS

申請数 採択件数（名）

2015年度 45件 45件（50名）

2014年度 48件 45件（48名）

2013年度 31件 30件（32名）

2012年度 42件 39件（44名）

【過去4年間の申請および採択件数】

AREの研究発表会の様子

◎アドミッション・ポリシー
　国際科学オリンピックに出場した者、またはその代表選考会等に

おいて一定の成績を収めた者を対象として、明確な目標を持って学

ぶ意欲や計画的に学ぶ意欲を評価して選抜します。

世界の科学技術を
リードする人材をめざして
　世界中の中等教育課程にある生徒（日本では主に高校生）
が参加する、世界的な科学技術コンテストである「国際科学オ
リンピック」。
　国際科学オリンピック特別入試は、同大会に日本代表とし
て選抜された人、代表選考などで一定の成績を収めた人が
対象となる入試です。明確な目的を持って学ぶ意欲や計画
的に学ぶ意欲を、従来の試験とは違う観点から評価します。
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国際バカロレア
特別入試

◎アドミッション・ポリシー
　国際バカロレア資格を取得した者を対象
として、主体的に学ぶための知識や思考力、
明確な目標をもって学ぶ意欲、また、語学力
を含めたコミュニケーション能力などを重視
して入学者を選抜します。

探求心、信念をもって物事に挑戦する
若者の育成をめざして
　筑波大学では、国際バカロレアにかかる活動を支援するとともに、
探究心をもって主体的に学び、信念をもって物事に挑戦し、世界的に
活躍できる人材を育成するための新たな入学試験として、全学で国
際バカロレア特別入試を実施します。

国際バカロレア特別入試の概要

全学で
実施

この入試の特徴

　この入試は、IBスコアだけでなく、IBのプログラムで学んだ内
容にも重きを置いて、出願する教育組織への適合性をじっくり評
価しようとする点に特徴があります。
　出願時の提出書類にEE（課題論文）の写しと日本語要約、
TOK（知識の理論）及びCAS（創造性・活動・奉仕）の成果・概
要レポートを含め、そこから志願する教育組織への適合性を読み
取ります（EEのテーマが、志望する分野とは無関係に、日本語で
執筆することが許されている領域から選ばれていると、適合性の
判断が困難になります）。
　また、体育、芸術の分野では、それぞれ上記の書類に加えて、
「運動特技に関する調査書」、芸術に関する作品などをまとめた
資料も併せて提出します。
　IBスコアも重要ですが、各学類・専門学群で学ぶために必要
な適応性や、スコアでは表しきれないディプロマプログラムで養
われた能力、及びこれらと各学類・専門学群での学習領域・研究
分野との関連性も大切なポイントになります。

募集学群・学類

すべての学群・学類
（各募集組織のアドミッションポリシーについては募集要項で確
認してください。）

出願資格

次の❶～❸の条件をすべて満たすものとします。

❶�スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局
が授与する国際バカロレア資格を授与された者もしくは2017
年3月31日までに授与される見込みの者で、2017年3月31
日までに18歳に達する者。

❷�日本語を母語とする者又は日本語を履修していること。■
（日本語の履修要件については募集要項を参照のこと）

❸�国際バカロレア資格の取得において、本学の指定する科目を
履修していること。■
（具体的な科目については、募集要項で確認してください。）

選考方法

■第１次選考
出願時に提出された書類等により、第1次選考合格者を決定

します。
IBの学習成果について、IBスコアのほか、EE、TOK及び

CASの内容から、志願する学群・学類で学ぶために必要な適応
性（知識・技能、思考力、表現力、当該領域・分野への関心、目的
意識をもって学ぶ意欲等）等を評価します。

■第2次選考
第1次選考の合格者に対して面接・口述試験を行い、提出書

類等の内容を含めて総合的に判定します。
面接・口述試験は、主に、出願時に提出された書類等の内容に

基づいて、個別に30分程度行います。志願する学群・学類によっ
ては、必要に応じて試験時間を延長する場合があります。

受験者数※1 合格者数※2

2016年 13人 5人

2015年 9人 2人

【過去の実績】

国際バカロレア資格を取得見込みで出願したものが、2017
年3月31日までに国際バカロレア資格を取得できなかった場合
は、合格取消となります。また、国際バカロレア資格の取得見込
みで出願した者で、合計点及び各科目の得点が出願時の見込み
の得点よりも下回った場合は、合格を取り消すことがあります。

※1 国内高校出身の受験者
● 2016年 2名
● 2015年 4名

※2 合格者の出願先
● 2016年
国際総合学類、物理学類、医学類、医療科学類、芸術専門学群
● 2015年
比較文化学類、医学類
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入学手続き
2016年12月上旬

出願期間（郵送のみ）
2016年8月下旬～ 9月上旬

第１次選考合格発表
2016年9月下旬

第2次選考（面接・口述試験）
2016年10月上旬～中旬

AC入試

出願期間（郵送のみ）
2016年8月下旬～ 9月上旬

第１次選考合格発表
2016年9月下旬

第2次選考（面接・口述試験）
2016年10月上旬～中旬

入学手続き
2016年12月上旬

（条件付合格の場合は2017年2月中旬）

国際バカロレア
特別入試

 ガイダンス・進学相談、過去の「AC入試・特別入試ガイドブック」についてはこちらで ▶http://ac.tsukuba.ac.jp

●AC入試・国際科学オリンピック特別入試、国際バカロレア特別入試の
学生募集要項（願書）は、本学のホームページからダウンロードしてください。
http://www.tsukuba.ac.jp/admission/undergrad/list_guidebooks.html

（HOME ▶本学で学びたい方へ ▶入学案内・募集要項の一覧）

●その他、入試に関する資料の請求方法はこちらをご覧ください。
http://www.tsukuba.ac.jp/admission/undergrad/requests.html

（HOME ▶本学で学びたい方へ ▶ 募集要項（願書）等の請求方法）

学生募集要項の入手方法

最終合格発表
2016年10月下旬

入学 式
2017年4月上旬

出願期間（郵送のみ）
2016年8月下旬～ 9月上旬

第１次選考結果通知
（生物学類のみ）
2016年9月下旬

個別面接試験
2016年10月上旬～中旬

入学手続き
2016年12月上旬

国際科学オリンピック
特別入試

入学への歩み

体育専門学群AC入試に
競技力型を新設！
募集人員8名→12名に
昨年度より「競技力型」を新設しました。

抜群の運動技能を有し、日本代表として
権威ある国際大会で活躍できる競技力を
重点的に評価します。また、基礎学力と表
現力についても総合的に評価します。

TOPICS
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筑波大学  で 検索

アドミッションセンター
〒305-8577　茨城県つくば市天王台1-1-1
TEL.029-853-7385　FAX.029-853-7392
http://ac.tsukuba.ac.jp

詳細は筑波大学
ホームページへ

受験生のための筑波大学説明会
カリキュラム説明や模擬授業、施設見学なども行います。この機会にぜひ、筑波大学を体験
してください。申し込み方法など詳細はホームページで6月上旬頃にお知らせします。

http://www.tsukuba.ac.jp

国際バカロレア特別入試Q&A
Q.国際バカロレア最終試験のスコアは
何点以上で合格できますか？

A.スコアだけで合否を判定しません。EE、
TOK、CASの成果などに関する提出書類や、
面接・口述試験と併せて総合的に判定します。

Q. TOEFL等、英語の4技能検定試験の
結果も提出するのですか？

A.英語を履修していれば必要ありません。履修
していない場合の扱いは教育組織ごとに違いま
すので、募集要項でよく確認してください。

Q.筑波大学の推薦入試等と併願することは
できますか？

A.推薦入試や一般入試（前期・後期日程）と
併願できます。AC入試や国際科学オリンピッ
ク特別入試とは併願できません。

AC入試Q&A
Q.  AC入試の選考で重視されるのは
どんなことですか

A.志願者の問題発見・解決能力を、最も重視し
ます。
提出された自己推薦資料の内容をもとに、志
願者の主体的・継続的な活動の中で、どのような
問題の発見と解決があったのかを評価します。そ
の際、活動の実績そのものを重視するのではな
く、志願者がどのような工夫によってその実績を
上げたのか、また、その実績をどのように認識して
いるのかを重視します。すなわち、結果に至る過
程や、活動の「質」が重要になります。また、志願
者が大学で学びたいことが、志願する学類・専門
学群で学習可能か、志願先の研究教育内容と志
願者の目的とが合致しているか、ということも重
視します。人物評価の入試ではありません。

Q. 問題発見・解決能力のある人とは、
具体的にどういう人ですか

A.主体的な興味や関心から、自分自身の問題
意識を育て、その解決に向けて独自の視点から
工夫や努力を続けている人です。
例えば、物理や化学の実験、歴史の研究、生
物の観察などを続ける過程で、自分自身の問題
意識をもち、さまざまに工夫しながらその問題
に取り組んできた人です。また、生徒会活動、課
外活動、ボランティア活動などの中で独自の問
題意識を育て、解決に向けて工夫を続けてきた
人です。このような人には「主体的に学ぶ力」と
いう大切な学力が備わっていると考えられます。
AC入試では、志願者がそうした活動を続ける
中で、何をどう考え、どう行動したのかを評価し
ます。過去の合格者の自己推薦内容はwebペー
ジでも公表しています。
http://ac.tsukuba.ac.jp/examination/report

Q.出願するにはコンテストや競技会での
入賞歴や何らかの資格取得、
検定合格などが必要ですか

A.必要ではありません。
AC入試は資格や実績そのものを評価する入

試ではありません。資格や実績の有無にとらわ
れず、これまでの自分の活動（研究、課外活動、
趣味など）における問題の発見と解決の過程を
具体的に提示することが大切です。問題解決の
過程で取得した資格や合格した検定、入賞歴な
どがあれば自己推薦の資料に加えることはでき
ます。その資格や検定が自分の活動の中にどう
位置づけられるのか、きちんと説明できること
が大切です。ただし、体育専門学群では運動競
技の実績を、他の資料とともに重視して評価し
ます。競技の実績がまったくなければ合格はき
わめて困難です。

Q.  SSH※などの共同研究の成果を
自己推薦に利用できますか 
※スーパーサイエンスハイスクール

A.利用してもかまいません。
ただし、その共同研究において志願者本人

が担当した部分や、志願者本人の具体的な貢
献を、自己推薦書の中で明確に示す必要があり
ます。他のメンバーが担当した部分や、他のメン
バーが成し遂げた問題解決とはっきりと区別し
て、志願者本人の問題発見・解決能力が読み取
れるように提示してください。

Q.国際科学オリンピックでの成績は
評価の対象になりますか。

A.AC入試は実績そのものを評価する入試では
ありません。
志願者の活動における問題発見・解決の過

程を重視して評価します。一方、国際科学オリン
ピック特別入試は実績を重視して評価します。

Q.高校の成績（評定平均値）は重視されますか
A.主として、入学後、支障なく学習できるかどう
かを確認するために使われます。
合格者には、結果的に成績がよい人が多く
なっていますが、出願要件ではありません。

Q.なぜ、募集時期、選考時期が早いのですか
A.AC入試は、志願者の継続的な活動における
問題発見と解決の過程を評価する試験であり、
試験当日の偏差値的学力を評価するわけでは
ありません。
したがって高校3年の早い時期でも適切な
選抜が可能であると考えられます。「早く進路
を決めて、入学までの時間でさらに自分の勉強
を進めたい」という志願者を求めているのです。
また、早めに実施することで、センター試験や
個別学力検査への影響を最小限にできると考
えています。決して早く学生を確保することが目
的ではありません。このことは、合格者数が必ず
しも募集人員を充たさないことからも分かるも
のと考えています。

Q.必ず募集人員どおりに合格者が決まりますか
A.いいえ。
ふさわしい志願者がいないと判断した場合
は、合格者が募集人員より少なくなり、欠員分
は個別学力検査等（前期日程）に振り替えられ
ます。一方、AC入試で募集人員より多く合格す
ることもありますが、その場合でも、個別学力検
査等（前期日程）の募集人員が減ることはあり
ません。

Q.筑波大学の推薦入試等と併願できますか
A.推薦入試や一般入試（前期・後期日程）と併
願できます。国際科学オリンピック特別入試、
国際バカロレア特別入試とは併願できません。

国際科学オリンピック特別入試Q&A
Q.出願できるのはどのような人ですか？
A.過去3年間に、国際科学オリンピックに日
本代表として選抜された人や、国内予選で好成
績を収めた人などです。詳しくは学生募集要項
（6月下旬公表）でご確認ください。

Q.選考で重視されるのはどんなことですか？
A.予選や本選での成績に加え、明確な目的意識
や計画的に学ぶ意欲、入学後に必要となる学習
適応性などです。調査書やエントリーシート、15
分程度の面接などを含めて総合的に合否を判
定します。大学入試センター試験は課しません。

Q.筑波大学の推薦入試等と併願できますか？
A.推薦入試や一般入試（前期・後期日程）と
併願できます。AC入試や国際バカロレア特別
入試とは併願できません。


